














 

先天性の血清リポ蛋白異常はアポ蛋白の欠損や変異,脂質代謝酵素の異常ならびにリポ蛋

白レセプターの障害によるものがある(表 1)。血清リポ蛋白は比重の軽いものから超低比

重リポ蛋白(VLDL),中間比重リポ蛋白(IDL),低比重リポ蛋白(LDL),高比重リポ蛋白(HDL)に

大別され,VLDL にはトリグリセライド(TG),LDLにはコレステロール(Ch)が多く含まれる。

そのためリポ蛋白異常のマススクリーニングは自動分析法により容易に定量しうる TG,Ch

によって行うことができ,両者の値によりVLDL,LDLの異常とIDLの増加例を抽出しうるし,

他のリポ蛋白の定量法に較べ最も簡便である。 

 しかし HDL 中の TGや Chは VLDL,LDLに較べて少量であるため,HDLの異常は VLDL,LDLに

よりマスクされてしまうことになる。近年,血管病変との関連より,臨床的に HDLの重要性

が認識され,種々の先天性リポ蛋白異常症が発見されているため,HDL の異常をも検出しな

くてはならず,すでに指摘したように HDL コレステロール(HDLC)を加えてスクリーニング

を行う必要がある。この三種類の血清脂質値を知ることにより,血清リポ蛋白の異常を十分

拾い上げることができ,さらに異常例につき詳しいリポ蛋白の分析を行って病態や成因に

ついての検討を加えるべきである。 


